
1.はじめに

平成30年1月19日から2月18日まで、石川四高記念文化交流館において、金沢大学資料館・北

陸学院ウィン館・石川県立自然史資料館 連携企画展「お雇い外国人と石川の近代教育～ランバー

ト、ホイットニー、ウィンの仕事～」と題して、3館連携の企画展を開催した。この展覧会は後日、

一部の資料を入れ替え、平成30年度夏季企画展として、7月11日から9月12日まで大学内の資料

館展示室においても開催した。

この企画展で焦点をあてたお雇い外国人は、「第四高等中学校」の前身校である「英学校」、「啓

明学校」、「石川県中学師範学校」で当時の先進的な教育に関わった3名である。しかし、金沢大学

の前身校の歴史の中では、これまで彼らにスポットライトが当たることはほとんどなく、その動向

については、あまり知られてこなかった。

今回、展示準備のための調査で明らかとなった事実があったので、本稿でそれらをまとめ、金沢

大学の前身校の歴史の一端を記録することができればと考えている。

本稿では、まず連携企画展について、その概要を述べるとともに、3館連携の工程について報

告する。また同企画展実施にあたって、3人のお雇い外国人の中でE.B.ランバート（Edward B. 

Lambert, 1846-1897）に関して行なった調査について述べたい。

2.連携企画展の概要

（1）企画のはじまり
金沢大学資料館では、地域に貢献する事業や他機関との

連携事業について検討を重ね、平成28年度から街中にあ

る石川四高記念文化交流館（以下、四高記念館。写真1）

の多目的利用室1を会場に、アウトリーチ企画展を開催し

ている。

初年度は、石川県立自然史資料館（以下、自然史資料館）

との連携により、2館が収蔵する第四高等学校由来の物理 写真1　石川四高記念文化交流館

お雇い外国人E.B. ランバートの足跡
～連携企画展実施にあたっての調査から～

E.B.Lambert’s Contribution to Japanese Education in the Early Meiji Period
～ From a Research upon the Collaborated Exhibition in 2018 ～
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実験機器を展示・紹介する「キキ」展を開催した。会期は12月から

1月にかけての冬季であったが、クリスマスや新年の人出で街中がに

ぎわう時期であり、金沢市民に加えて観光客の来場もあり、26日間

の会期中に2,905名の入場者があった。大学のキャンパスを飛び出し、

多くの一般市民に大学前身校に関わる資料を紹介する新たな試みで

あった。

平成29年度も、同様の企画展を継続することになり企画を始めた。

筆者は、平成23年度から4年間、北陸学院史料編纂室の展示施設で

ある北陸学院ウィン館（以下、ウィン館）で学校創立期からの資料整

理に携わった経験があったため、同機関との連携の可能性について検

討することになった。

北陸学院は、1885（明治18）年創立の私立学校「金沢女学校」を

前身校とし、創立者はアメリカ人宣教師メリー・ヘッセル（Mary K. 

Hesser, 1853-1894）である。そして、創立年をさかのぼること8年

前の1877（明治10）年に来日し、横浜居留地を経て、1879（明治12）年に金沢に赴任したアメリ

カ人宣教師トマス・ウィン（Thomas Clay Winn, 1851-1931）によって、私立学校創設に関わる準

備がなされたと考えられている。このトマス・ウィンの金沢における最初の赴任先が、第四高等中

学校の前身校である石川県中学師範学校であった。このことから、「トマス・ウィン」1）（写真2）

が当館とウィン館の共通項であり、連携の最初のキーワードとなった。

（2）企画の策定
連携企画として企画内容の間口を広げた方が良いと考え、中心となるキーワード「トマス・ウィ

ン」から派生するキーワードを検討したところ、以下のような事項が浮上した。

　①「お雇い外国人」②「前身校」③「最先端の教育」④「卒業生」

それぞれの事項について調査の幅を広げ、ウィンの時代から約10年さかのぼることにした。す

ると、「お雇い外国人」については、ウィンの前任のウィリス・ホイットニ－（Willis Norton 

Whitney, 1855-1918）、そしてその前任であるエドワード・ランバートまでが調査の対象となり、

この二人の前任者を含めて「ランバート」「ホイットニー」「ウィン」がキーワードとなった。「前

身校」については、この3名が在職した「英学校」、「啓明学校」、「石川県中学師範学校」の時代に

焦点を当てることにした。そして、これらの前身校で使用された「教材」を展示することにより、

お雇い外国人によって実践されていた当時の「最先端の教育」について紹介し、そこから巣立った

卒業生の活躍についても触れたいと考えた。明治初期の教材で当館及び金沢大学図書館に保存され

ている資料としては、「物理実験機器」「教科書」「教育掛図」等がある。特に、1878（明治11）年

に文部省から最初に交付された「物理実験機器」がこの期間の教育に用いられた教材として重要と

なるが、展示対象となる最も古い時期の機器は、当館と自然史資料館とに分かれて収蔵されている

ことがわかった。そこで、自然史資料館との共催についても検討することになり、3館連携の可能

性が浮上した。また、ウィン館にも明治期の輸入教科書、生徒の手書きの英語ノート、開校式で読

まれた岩村県令の告示の額、開校式で演奏された扉付き箱型輸入オルガン、ヘッセル使用のライ

ティングデスク等、明治期の貴重な資料が収蔵されていた。残念ながら、運搬のための経費と防犯

上の問題から、実際の展示には至らなかった資料もある。

写真2　トマス・ウィンと妻子
（北陸学院ウィン館蔵）
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前掲のキーワードと出展を想定できる収蔵資料に基づき、以下のように展示計画を策定した。

　①�時代順に、各お雇い外国人の動向を調査し、パネル化する。パネルはA1サイズで、各人のコー

ナーで2～4枚。1枚当たり900字（300字×3段落）で、関係する写真・図版をパネル1枚当

たり2～3点入れる。

　②�各人の働きを特徴づけ、関連する資料を選定する。出展資料リスト（図1：巻末）を作成し、

これに沿ってフロアプラン（図2、図3：巻末）を作成する。

　③全体像を把握するため、3名を併記した関連年表を作成する。

（3）連携の工程
以上のような展示計画とフロアプランの準備と並行して、平成29年2月初旬、ウィン館及び自

然史資料館に連携企画展の開催の可能性について打診した。自然史資料館とは前年度に共催の実績

があり、その際に両館長を交えた打合せを実施していた。一方、ウィン館とは初の共催となるので、

連携事業の趣旨について文書にて説明の上、了承を得た。その際、暫定の企画案及び前年度開催の

自然史資料館との連携企画展「キキ」の会期中の写真を資料として添付した。また、四高関連の展

示であることに基づき、会場の四高記念館に協力館となることについての依頼をし、了承を得た。

企画展が3館連携の事業となったので、展示に関わる実務の分担について検討した。ウィン館は、

ウィンについてのパネル3枚の準備、自館収蔵の出展資料の選定及びキャプション原稿を担当し

た。自然史資料館は、自館収蔵の出展資料の選定の他、県立機関として四高記念館と会場の予約等

の交渉を担った。当館は、ランバート及びホイットニーに関する調査とパネル準備、自館収蔵の出

展資料の選定とキャプションの作成、ポスター・チラシのデザイン等を担当した。また、会場正面

に設置するごあいさつパネルは、連携3館の館長名で各館300字程度の原稿を準備することとした。

搬入日の会場設営と展示作業及び搬出日の撤収作業は、3館が協力して行うこととなった。2）  ポス

ター・チラシの印刷については、当館から完成原稿を提供し、各館が必要部数を各館の経費で印刷

することにした。当館と自然史資料館には、配布先に重複があるため、前年度と同様、事前に配布

先の調整を行った。

（4）振り返りと課題
上記の作業分担で準備を進め、平成30年1月18日（木）に搬入、1月19日（金）から会期が始まっ

た。最終日は2月18日（日）で、2月19日（月）に搬出した。31日間の会期中には、大雪にもか

かわらず3,041名の入場者があった。協力館として会期中の展示会場の開錠と施錠、暖房の入り切

りを担当した四高記念館によると、荒天は必ずしも入場者数に悪影響を及ぼすものではなく、雪を

避けて屋内施設に入る観光客等によって、入場者数が増加する場合があるとのことだった。本企画

展の入場者数にもそのような要因が影響しているかもしれない。

この企画展を振り返ると、3館が連携することによって、展示の幅が広がり、各館の収蔵資料を

とおしてお互いに学び合うことができ、展示内容や出展資料についての理解が深まったと思われ

る。具体的には、ウィン館との共催により、展示内容に私立学校の動向を取り入れることができた。

また、夏季企画展として開催の折には、一部資料の入替えを行ったが、ウィン館の仲立ちにより北

陸学院大学ヘッセル記念図書館の協力を得て、金沢女学校時代の貴重な教材であるウェブスター英

語辞書3）を展示した。資料の状態が良好とはいえない中、借用と展示について収蔵館の承諾を得る

— 3—

お雇い外国人E.B.ランバートの足跡～連携企画展実施にあたっての調査から～

XMFRemote_(110438)223965_金沢大学資料館紀要14号 

 

3 

 

折 

 

2019/04/02 09:44:31

 



ことができ、明治期の学校の廊下に1冊だけ置かれ、女子学生が頼りとした英語辞書を紹介するこ

とができた。自然史資料館との共催によっては、ホイットニーが明治天皇行幸に際して行った天覧

授業で実際に使用した物理実験機器を出展することができた。そして、天覧授業の様子を記したパ

ネルの背後に実物の資料を配し、イメージしやすい展示となった。

反省点・課題としては、以下の点があげられる。まず、展示上の反省点としては、パネルのデザ

インが横書きであることを考えると、本来は時計回りのレイアウトであるべきだった。しかしなが

ら、四高記念館多目的利用室1のフロアプランについては、当該施設の形態上、時計回りのレイア

ウトができなかった。当館展示室で開催した夏季企画展の際に時計回りのフロアプランに改める

と、パネルも読みやすくなり、改善された。

連携上の反省点としては、3館連携で実施したにも関わらず、揃っての打合せが一度もできなかっ

たことがあげられる。そのため、当館が両機関と各々に打合せをし、その結果を各々の機関に伝え

るという方式を取った。連携各館の交流を図る意味でも、一度は3館揃っての打合せの機会を作る

べきだったと考える。

連携展ならではの課題として、各館からのパネル原稿、館長あいさつ原稿等の文章校正の難しさ

がある。展示全体をとおしてパネル上の文言に統一感を出すために、他館の担当した原稿にどこま

で修正を加えることができるのか、試行錯誤しながらの調整が展覧会直前まで続いた。パネル上の

文言には、一定のルールが必要で、パネル作成を担当する館が修正に責任を負う旨を作業分担の決

定時に共催館に伝えておくべきだと考える。

3.お雇い外国人E.B.ランバートの足跡

（1）ランバートについての調査
石川県中学師範学校（写真3）でお雇い外国人教師とし

て働いた3人のうち、ウィリス・ホイットニーとトマス・

ウィンについては、いくつかの論文を参照しながら、今回

の展示の準備をすすめた。しかしエドワード・ランバート

については、事前調査の方法が未熟であったため、先行研

究［今井一良「エドワード・B・ランバートの生涯-啓明

学校校長ランベルトのこと-」］の存在に、展示準備の段

階では気づくことができなかった。4）そのため、ランバー

ト関連の資料を求めて、横浜開港資料館、日本郵船歴史博

物館、港区立郷土歴史館、新潟大学図書館、大阪市立大学大学史資料室等多くの機関に調査協力を

依頼し、展示を完成することができた。一方で、先行研究の内容を展示に活かすことができなかっ

たのは、反省すべき点である。以下に、本企画展の準備として行なった調査についてまとめる。

調査を始めたところ、今井一良「加賀英学の系譜・石川県啓明学校開設前後」5）の中にランバー

トについての記載を見つけた。それによると、1874（明治7）年5月に「英仏学校」を廃し、校名を「英

学校」と改めた際に、ランバートを招いたこと、また「文部省年報」によると、明治7年の同校教

員は15名、生徒83名、明治8年には教員16名、生徒50名とあり、生徒の一人に三宅雪嶺（雄二郎）

がいた、とある。また1877（明治10）年には「石川県中学師範学校」において、「英人ランベルト

写真3　石川県中学師範学校校舎
（宮内庁書陵部蔵）
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